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　現中土佐町は、平成十八年一月に旧中土佐町と旧大野見村とが合併し

誕生しました。保護司の定員は七名ですが、十一月までは現員八名で構

成しています。八月末現在で対象者はいませんが例年なら、二名から三

名の方が対象者を受け持ち、多忙な保護観察活動に従事しています。

高陵保護区保護司会
分区長　萩野　正二

　私を除き、ほとんどの保護司が正業を持っていますので、前任の分区

長は、私が年金生活者であり各種ボランテｲア活動に従事していることか

ら、私が適任であると判断したものらしく、平成二十七年四月に南分区長を拝命しました。

　私は、企画調整保護司としても、通常、毎週水曜日に更生保護サポートセンターこうりょうにおいて、

当番保護司を担当しています。そして、毎月初めの、企画調整委員会に出席して必要な事項を分区内に

周知徹底するとともに、中土佐町において、十件以上のボランテイア的な活動を担当して、充実過ぎる

日々を送っています。今後とも南分区をよろしくお願い申し上げます。

（更生保護サポートセンターこうりょう）

巻頭随筆

　高陵保護区保護司会の皆様、日々の保護観察活動ご苦労様でございま

す。南分区（中土佐町）の保護司を代表し一言ご挨拶申し上げます。

平成３０年度高陵保護区保護司会定期総会を開催し、平成２９年度
事業・決算・監査報告並びに平成３０年度事業計画・予算計画を承
認いたしました。

平成30年度高陵保護区保護司会役員

会　　長 笹岡　啓伸

副会長（中央分区長） 古谷　嘉久

協力組織担当・
広報担当

佐々木　学

副会長（西分区長） 志手　功

副会長（南分区長） 萩野　正二

庶務会計 松浦　土佐男

監　　事 高橋　勝也

監　　事 中沢　建夫

同高陵保護区保護司会担当保護司

　本年度の方針を踏まえ、重点目標として、更生保護サポートセン
ターを拠点として次の活動を実施する。
①更生保護観察の強化充実、②社会貢献活動・協力雇用主の開拓、
③研修活動の充実、④地域処遇会議の推進等で保護司会活動の充実、
⑤社会を明るくする運動の推進、⑥学校との連携活動の推進、
⑦関係機関､団体との連携､協力､⑧新任保護司の発掘､充足率の向上､
⑨広報活動の充実強化､⑩地方自治体へ早期に再犯防止推進計画の策
定を要請､以上の10項目を観察所の指導、協力を得て取り組む。

研修担当保護司 片岡　幸作

社明担当保護司 宮本　純一

駐在保護司 久保　文彦

社会貢献活動担当 氏原　昇佐

梼原町と高陵保
護司会役員との
懇談

１．活動方針
「再犯防止等の推進に関する法律」を踏ま
え、
1市3町並びに関係行政機関と、高陵保護区
保護司会との連携をより一層深めつつ、安
全で安心して暮らせる社会の実現を目指し
ます。

２．活動目標
これ迄以上の協力関係を築き、再犯防止の
法律の趣旨に沿った取り組みに努める。

須崎市長と高陵保
護司会役員との
懇談

中土佐町と高
陵保護司会役
員との懇談

津野町長と高陵保
護司会役員との
懇談



犯罪や非行を防止し、罪を犯し
た人の立ち直りを地域で支える
「社会を明るくする運動」
内閣総理大臣からの運動推進
メッセージを楠瀬耕作市長に伝
達するとともに、
木曜市や市内各所で街頭啓発活
動に取り組みました。

楠瀬須崎市長に社明を伝達 木曜市で街頭啓発活動に取り組む

高陵薬物乱用防止
推進協議会主催。
薬物乱用防止街頭
キャンペーンが5
日、ドラゴンカ
ヌー大会会場で行
われ、高陵保護司
会のメンバーも例
年の通り参加し協
力しました。

中央分区では､7月10日市内小、中学校の校長先生と保護司との懇談
会を開催しました。この会は保護司活動の一環として、子ども達の
健全育成、非行防止を目的に毎年行っていますが、今年で１０年に
なりました。
子どもの教育は、単に学校だけでなく、学校、家庭、地域がそれぞ
れの立場で役割を果たしながら連携して行われることが重要である
ことは言うまでもありません。子ども達が、学校はもとより、家庭
や地域の中でそれぞれ生きるためのルールを学び心身ともに成長す
ることは皆の願いです。
学校とつながり地域の保護司として、その役割を少なからず果たし
て行きたいと計画した本会も、保護司からの事例発表や学校からの
意見も気軽に出される実りある懇談会となりました。

拡大役員会
本年の取り組みを協議

新任の研修担当保護司の
片岡　幸作さん

新任保護司の本井　康介さん

本年度の方針及び重点目標を踏ま
え、
事業計画１０項目の本格実施に向
けて、熱心に協議する拡大役員の
皆さんです。

南分区（中土佐町）から期待の新人
保護司が誕生。定例研修等でも講師
に保護司の職務内容について熱心に
質問。町議会議員として、議長の重
責を全うする等、町政のリーダーと
しても活躍されています。

この度、企画調整保護司と保護司会
の研修担当に任命された片岡幸作さ
ん。犯罪を予防するための地域活動
等の責務を全うすると決意を語る。
梼原町の職員としても重責を担って
おり、これからの活躍が楽しみで
す。


